
1
．
緒
論
 
 
 

従
来
の
中
世
紙
に
関
す
る
研
究
は
、
日
本
産
業
発
達
史
の
観
点
、
文
献
に
よ
る
和
放
の
 
 

ニ
ュ
 
 

歴
史
的
研
究
が
主
流
で
あ
っ
た
。
し
か
し
最
近
は
、
補
修
や
保
存
と
い
う
観
点
か
ら
和
紙
 
 

で
作
ら
れ
た
文
化
財
で
使
わ
れ
て
い
る
料
紙
の
組
級
的
及
び
物
理
的
な
研
究
が
必
要
と
な
 
 

り
、
繊
維
の
種
類
、
厚
さ
、
密
度
、
地
合
（
じ
為
い
＝
漉
き
む
ら
の
程
度
）
、
貸
の
日
及
 
 

び
糸
目
の
間
隔
と
向
き
、
成
分
分
析
な
ど
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

し
か
し
製
紙
科
学
の
立
場
か
ら
い
う
と
和
兢
の
分
析
に
つ
い
て
は
ご
く
簡
単
な
非
破
壊
 
 

測
定
又
は
触
感
で
十
分
判
定
で
き
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
精
度
の
高
い
測
定
方
法
を
必
要
と
 
 

す
る
も
の
も
あ
る
。
 
 
 

そ
れ
を
ふ
ま
え
紙
文
化
財
や
古
文
書
で
使
わ
れ
て
い
る
料
紙
の
特
性
を
新
た
な
科
学
的
 
 

ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
把
撞
・
整
理
す
る
こ
と
が
本
研
究
の
最
終
的
な
目
的
で
あ
る
。
そ
 
 

の
中
で
特
に
繊
維
の
配
向
を
非
破
壊
で
測
定
す
る
技
術
を
本
研
究
で
は
検
討
し
た
。
板
柾
 
 

配
向
性
分
析
を
通
じ
て
抄
紙
技
術
の
歴
史
的
変
遷
・
紙
の
種
類
と
特
徴
・
紙
の
慣
用
的
な
 
 

使
い
方
の
特
徴
な
ど
を
調
べ
る
た
め
に
大
徳
寺
文
書
の
調
査
を
行
っ
た
。
大
徳
寺
文
書
は
 
 

こ
の
調
査
の
過
程
で
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
が
、
紙
の
使
わ
れ
方
と
い
う
面
か
ら
見
 
 

る
と
様
々
な
文
書
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
時
代
も
幅
が
広
い
。
 
 
 

現
在
中
世
古
文
書
に
つ
い
て
は
紙
の
分
類
判
断
基
準
が
研
究
者
に
よ
っ
て
異
な
り
、
整
 
 

理
の
目
処
も
つ
い
て
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
現
状
を
打
開
す
る
た
め
に
は
紙
の
材
質
調
査
 
 

に
客
観
的
な
根
拠
を
与
え
る
手
法
の
導
入
が
必
要
で
あ
る
。
今
回
開
発
し
た
画
像
処
理
は
、
 
 

そ
の
た
め
に
有
効
な
方
法
で
あ
る
と
考
え
る
。
 
 

大
徳
寺
文
書
に
お
け
る
繊
維
配
向
性
の
解
析
 
 

2
．
繊
維
配
向
性
と
抄
紙
技
術
 
 
 

論
維
配
向
は
紙
の
力
学
的
特
性
な
ど
に
大
き
く
影
響
す
る
重
要
な
構
造
因
子
の
1
つ
で
 
 

あ
り
、
製
紙
分
野
で
は
繊
維
配
向
測
定
が
製
品
の
改
質
お
よ
び
品
質
管
理
に
お
い
て
重
視
 
 

さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
修
復
紙
は
絵
画
や
古
文
書
を
修
復
す
る
た
め
、
元
の
祇
類
文
化
財
 
 

と
で
き
る
だ
け
同
じ
性
状
を
有
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
が
、
繊
維
配
向
性
は
そ
の
性
 
 

状
の
要
因
で
あ
る
紙
の
固
さ
、
伸
び
、
表
面
粗
さ
な
ど
に
影
響
し
て
い
る
。
 
 
 

紙
の
繊
維
は
、
細
長
い
が
比
較
的
剛
直
な
性
賀
が
あ
る
た
め
に
一
本
の
繊
維
内
で
何
重
 
 

に
も
屈
曲
す
る
こ
と
は
な
く
、
賛
又
は
網
の
上
に
定
着
す
る
と
き
に
は
比
較
的
直
線
的
と
 
 

な
り
、
ど
ち
ら
か
の
方
向
に
向
い
て
い
る
。
紙
全
体
で
全
て
の
繊
維
を
見
た
と
き
多
く
の
 
 

繊
維
が
特
定
の
方
向
に
向
い
て
い
る
と
き
に
〝
繊
維
配
向
性
が
あ
る
″
と
か
〝
繊
維
が
配
 
 

向
し
て
い
る
″
と
い
う
言
い
方
を
す
る
。
 
 
 

繊
維
の
配
向
は
紙
の
力
学
的
特
性
な
ど
に
大
き
く
影
響
す
る
重
要
な
構
造
因
子
の
1
つ
 
 

で
あ
る
。
紙
を
引
っ
張
っ
て
破
壊
に
至
っ
た
と
き
の
荷
重
が
紙
の
縦
と
横
で
異
な
る
、
と
 
 

い
っ
た
よ
う
な
紙
の
特
性
の
方
向
性
を
紙
の
其
方
性
と
言
う
が
、
こ
れ
は
主
に
絶
維
の
配
 
 

向
に
よ
っ
て
起
こ
る
。
繊
維
の
配
向
は
抄
紙
時
の
紙
料
の
流
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
が
、
繊
 
 

維
に
作
用
す
る
せ
ん
断
力
の
方
向
や
乱
流
の
程
度
に
左
右
さ
れ
る
。
伝
統
的
な
和
紙
に
見
 
 

ら
れ
る
流
し
抄
き
は
、
管
を
揺
ら
し
た
り
章
を
傾
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
余
剰
紙
料
を
捨
て
 
 

た
り
す
る
の
で
繊
維
配
向
が
顕
著
と
な
る
。
淡
き
方
に
よ
っ
て
は
同
じ
紙
の
中
で
も
配
向
 
 

の
強
さ
や
方
向
が
表
裏
で
異
な
っ
た
り
、
面
内
の
位
置
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
り
す
る
こ
と
 
 

も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

繊
維
配
向
と
抄
紙
技
術
の
関
係
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
わ
か
っ
て
い
る
点
を
整
理
し
 
 

■
，
1
、
 
韓
允
配
州
、
江
前
敏
晴
、
保
立
道
久
、
磯
月
 
明
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4
．
1
 
歴
史
的
変
遷
の
推
定
 
 
 

図
2
は
今
回
調
査
し
た
大
徳
寺
文
書
の
中
で
書
記
面
（
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
面
）
と
 
 

非
書
記
面
と
に
分
け
て
撮
影
を
行
い
、
書
記
さ
れ
た
世
紀
別
に
繊
維
配
向
性
を
分
析
し
た
 
 

結
果
で
あ
る
。
書
記
面
及
び
非
書
記
面
と
も
配
向
強
度
は
十
分
大
き
く
、
繊
維
配
向
角
度
 
 

は
9
0
度
付
近
に
な
っ
て
い
た
。
配
向
角
度
と
配
向
強
度
か
ら
み
る
と
1
4
～
1
6
C
の
間
が
同
 
 

様
の
傾
向
を
示
し
、
安
定
し
た
抄
紙
技
術
が
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
1
4
C
～
 
 

1
6
C
の
間
の
特
徴
は
書
記
面
は
披
維
配
向
強
度
が
強
く
、
1
・
1
5
前
後
と
な
る
の
に
対
 
 

し
て
、
非
書
記
面
は
1
・
1
5
未
満
で
あ
り
、
配
向
強
度
が
低
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
た
 
 

だ
、
1
3
、
1
7
C
の
場
合
は
試
料
致
が
少
な
い
の
で
抄
紙
技
術
に
つ
い
て
判
断
す
る
の
は
難
 
 

し
い
。
し
か
し
、
1
3
C
か
ら
1
7
C
ま
で
の
繊
維
配
向
方
向
は
9
0
皮
付
近
で
あ
り
、
前
方
向
 
 

に
繊
維
牒
濁
液
を
流
す
現
代
の
和
紙
の
抄
造
技
術
と
同
様
の
技
術
が
既
に
あ
っ
た
こ
と
を
 
 

示
す
。
ま
た
、
こ
の
織
維
配
向
強
度
に
よ
っ
て
書
記
面
と
非
書
記
面
の
区
別
を
一
部
を
除
 
 

い
て
明
確
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
 
 

4
．
大
徳
寺
文
書
に
お
け
る
繊
維
配
向
性
の
解
析
 
 
 

大
徳
寺
文
書
は
1
2
C
か
ら
1
8
C
ま
で
1
0
6
点
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
、
時
代
分
布
は
 
 

l
Z
C
は
1
点
、
1
3
C
は
2
点
、
1
4
C
は
4
0
点
、
1
5
C
は
2
0
点
、
1
6
C
は
3
3
点
、
1
7
C
は
3
 
 

点
、
1
8
C
は
1
点
で
不
明
が
6
点
で
あ
っ
た
。
 
 
 

そ
の
中
で
1
4
C
～
1
7
C
の
間
の
古
文
書
を
中
心
に
分
析
を
行
っ
た
。
抄
紙
技
術
が
歴
史
 
 

的
に
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
た
の
か
に
つ
い
て
調
べ
る
た
め
に
調
査
し
た
古
文
書
は
、
世
紀
 
 

別
に
分
け
て
比
較
し
た
。
 
 

4
・
2
 
重
紙
の
解
析
 
 
 

中
世
に
お
け
る
、
本
紙
と
裏
紙
の
関
係
や
書
状
を
記
し
た
人
の
紙
の
使
い
方
に
つ
い
て
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。
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表1・分析に用いた大徳寺文書の種類別数点数  向
性
の
結
果
を
整
理
し
た
。
こ
の
分
類
基
準
は
当
面
の
と
こ
ろ
は
あ
く
ま
で
も
便
宜
的
な
 
 

も
の
で
あ
り
、
研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
、
和
紙
の
物
理
的
判
別
分
類
基
準
が
形
成
さ
れ
て
 
 

行
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
前
記
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
前
提
と
し
て
も
、
幾
 
 

つ
か
の
重
要
な
事
実
が
判
明
し
た
。
 
 
 

図
4
・
5
は
紙
の
種
類
別
の
分
析
結
果
を
書
記
面
と
非
書
記
面
に
分
け
て
示
す
。
書
記
 
 

紙の種類 美濃紙 鎌倉杉原 室町杉原 檀紙  引合  宿紙 引合（上）Tot山  

点数  5  8  5  4  7  4  2  35  

向
強
度
の
差
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
 
 
 

次
に
料
紙
の
種
類
毎
に
若
干
の
観
察
結
果
を
示
す
と
、
 
 

（
コ
）
 
 

代
の
美
濃
紙
の
繊
維
配
向
性
を
調
べ
た
結
果
を
見
る
と
、
 
 

面
と
非
書
記
面
の
差
が
は
っ
き
り
と
現
れ
、
美
濃
紙
、
鎌
倉
杉
原
、
引
合
は
書
記
面
の
方
 
 

が
非
書
記
面
よ
り
繊
維
配
向
強
度
が
大
き
く
、
室
町
杉
原
、
檀
紙
で
は
面
に
よ
る
繊
維
配
 
 

園4 ヰ稚配向性による大徳寺文書の解析  
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gO■0   tt●t   ZZ■∠   06●宮9   EO■0   ウt●t   S中一9   9t●E6   鄭勧左   

tO●0   90－t   9どウ   gt－99   EO－0   宮t■t   9∠●z   ∠9■t6   tZOE   
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写拷封   
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文書番号  積算配向角度  （95％信頼度区間）  積算配向強度  （95％信頼度区間）  積算配向角度  （95％信頼度区問）  積算配向強度  （95％信頼度区間）   

引合  

252   94．13   5．03   1．20   0．02   91．32   1．51   1．10   0．02   

267   94．13   5．03   1．20   0．02   91．32   1．51   1．10   0．02   

307   90．53   3．00   1．10   0．02   93．16   1．99   1．18   0．03   

486   89．65   3．01   1．25   0．03   89．91   16．56   1．09   0．03   

656   92．37   2．69   1．17   0．02   91．49   4．71   1．06   0．03   

1543   96．24   2．74   1．13   0．03   94．57   3．25   1．18   0．02   

3030   92．46   2．92   1．21   0．05   88．95   24．36   1．02   0．02   

平均値   92．79   3．49   1．18   0．02   91．53   7．70   1．11   0．02   

引合（上）  

168   92．20   15．30   1．08   0．04   89．47   2．67   1．20   0．03   

649   91．58   16，4（；   1．06   0，02   90．00   4．63   1．11   0．02   

平均値   91．89   15，88  1・07   0，03   89．74   3．65   1．16   0．02   

宿紙  

170   94．92   17．53   1．06   0，03   87．36   3．34   1．25   0．05   

360   92．90   32．30   1，04   0．03   87．10   4．24   1，19   0．04   

378   89．56   23．69   1．05   0．03   88．86  3肌   1．24   0．04   

386   93．08   25．33   1．05   0．03   85．08   9．76   1．16   0．04   

平均値   92．61   24．71   1．05   0．03   87．10   5．09   1。21   0．04   
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